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み
の
　
り
の
　
秋

各
家
庭
の
食
卓
に
は
秋
の
味
覚
が
な

ら
び
、
野
山
は
少
し
つ
つ
紅
葉
し
、
秋

た
け
な
わ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

遠
賀
川
沿
い
の
田
で
は
、
稲
穂
が
さ

が
り
、
コ
ン
パ
ィ
ン
、
バ
ィ
ン
ダ
ー
で

稲
を
刈
る
機
械
の
音
が
晴
れ
た
秋
空
に

響
き
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を
見
て
い
る

と
、
何
年
か
前
ま
で
は
、
お
百
姓
さ
ん

が
何
人
も
で
、
一
列
に
鎌
で
稲
を
刈
っ

て
い
た
風
景
を
懐
し
く
思
い
だ
さ
れ
て

ノ
＼
る
。

現
在
は
全
て
が
機
械
化
さ
れ
、
便
利

に
な
っ
た
も
の
の
、
苦
の
風
情
が
消
え

て
い
く
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

し
か
し
、
苦
を
語
る
よ
う
に
豊
作
祈

願
の
秋
祭
の
旗
が
風
に
た
な
び
き
、
も

う
す
ぐ
、
お
い
し
い
新
米
が
い
た
だ
け

る
こ
と
だ
ろ
う
。

町の人口や．，

（52年9月末現在）

人　口　25，209

男12，224

亙12，985
世帯数　7，526
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足

も

解

消

フ
ト
・
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

生
す
る
人
、
走
塁
中
に
足
が

つ
る
人
、
レ
シ
ー
ブ
し
て
堺

の
奥
さ
ん
と
頭
を
ぶ
つ
け
る

人
な
ど
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

楽
し
く
過
ご
し
た
「
体
育
の
日
」

好
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
日
、
恒
例

の
球
技
大
会
が
町
内
の
四
つ
の
会
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

住
民
の
体
力
向
上
を
目
指
し
て
行
な

わ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
に
、
今
年
は
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
十
九
チ
ー
ム
、
二
百

八
十
五
名
、
バ
レ
ポ
ー
ル
に
十
四
チ
ー

ム
、
百
四
十
名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

年
々
参
加
者
も
増
え
、
ベ
テ
ラ
ン
選

手
か
ら
始
め
て
の
選
手
ま
で
い
て
、
な

か
な
か
興
味
あ
る
試
合
展
開
と
な
り
ま

し
た
。バ

ッ
タ
ー
頓
が
わ
か
ら
な
く
て
立
往

ま
し
た
。
そ
し
て
善
戦
の
末
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
下
二
、
頃
末
チ
ー

ム
が
優
勝
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
「
体
育
の
口
」
を
機

会
に
運
動
に
も
っ
と
も
っ
と
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
結
果

▽
Ａ
パ
ー
ト

壮年ソフトボール結果

伊
左
座
　
2
－
0
下
二
Ａ

高
松
区
　
2
－
0
伊
左
鮭

▽
Ｃ
パ
ー
ト

吉
田
団
地
0
－
2
吉
岡
一

吉
田
二
　
0
1
2
頃
末

吉
田
団
地
2
－
0
吉
田
二

言
四
一
　
0
－
2
頃
末

▽
Ｄ
パ
ー
ト

古
　
　
賀
1
Ｉ
2
猪
熊
町
住

下
二
　
Ｂ
2
・
・
・
－
0
古
賀

猪
熊
町
住
1
－
2
下
∴
Ｂ

▽
準
決
勝

み
ず
ほ
1
－
2
高
松
区

下
二
Ｂ
ｌ
－
2
頃
末

▽
決
優

頃
末
2
（
㌍
聖
。
高
松
区

文
化
祭
の
展
示
会

町
で
は
菊
か
お
る
文
化
の
目
を

中
心
に
、
各
団
体
・
同
好
会
か
ら

の
多
彩
な
作
品
を
盛
ホ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
観
を

猪
　
　
熊
0
－
2
み
ず
ほ

、
．
1
入
江
興
産
0
1
－
、
2
下
二
町
住

猪
　
　
熊
0
－
2
入
江
興
産

み
ず
ほ
2
－
0
下
二
町
住

′
．
▽
Ｂ
パ
ー
ト
．

下
二
Ａ
　
0
－
2
高
松
区

お
待
ち
し
ま
す
。

▽
会
　
場
　
町
民
会
館

▽
生
花
展
　
1
1
月
4
日
～
6
日

▽
盆
栽
展
　
1
1
月
1
Ｒ
∵
（
6
日

▽
菊
花
展
　
1
1
月
1
日
～
5
日

り
ハ
弓
道
場
に
も
展
示
）

▽
水
墨
画
・
書
展

1

1

月

1

日

∵

（

6

自

ら

へ

、

　

　

　

＼

／
ゝ
”
㌣
ヽ
／
ア
／
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◆
日
時
　
1
1
月
1
0

日
1
0
時
～
1
6
時

◆
場
所
町
民
会
館

◆
主
催
　
日
赤
北

九
州
血
液
セ
ン

タ
ー
町
社
会
福

祉
協
議
会

私
達
の
家
族
や

両
親
が
い
つ
交
通

事
故
や
内
臓
疾
患

に
よ
る
手
術
な
ど

で
、
輸
血
を
う
け

る
こ
と
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

万
二
輸
血
を
う

け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
と
、
そ
の
必

要
な
血
液
を
準
備
す
る
た
め
に
「
献
血

し
て
く
れ
る
人
を
捜
し
た
り
」
「
献
血
し

て
く
れ
た
人
に
謝
礼
を
し
た
り
」
大
変

な
心
配
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
何

ん
の
心
配
も
な
く
輸
血
を
う
け
ら
れ
る

た
め
に
、
平
素
健
康
な
人
が
自
分
の
血

液
を
全
く
無
償
で
、
お
互
い
の
為
に
血

液
を
出
し
合
い
、
輸
血
用
に
供
す
る
こ

と
が
相
互
扶
功
で
す
。
つ
ま
り
自
分
や

家
族
が
も
し
血
液
が
必
要
と
な
っ
た
時

は
、
献
血
手
帳
を
病
院
に
提
出
す
る
と

健
康
な
人
の
血
液
が
自
分
を
守
っ
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
愛
の
献
血
に
進
ん
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
の
で
き
る
人
の
条
件

○
年
令
　
1
6
歳
か
ら
6
5
歳
ま
で

○
体
重
　
男
4
5
毎
・
女
4
0
毎
以
上

○

血

圧

　

1

0

0

溜

～

2

0

0

脚

○
血
液
比
重
　
1
・
0
5
2
以
上

…

危

険

な

セ

イ

タ

珊
■

…

カ

ア

　

ワ

ダ

チ

葦

…

町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
空
地
に
、

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
草
が
お
い
茂
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
草
は
風
煤
に
よ
っ
て
種

を
い
た
る
と
こ
ろ
に
ま
き
ち
ら
し
、
す

ご
い
繁
殖
力
で
、
二
・
三
据
ぐ
ら
い
の

高
さ
ま
で
成
長
し
ま
す
。

交
通
量
の
多
い
曲
り
角
な
ど
で
は
、

こ
の
革
の
た
め
に
交
通
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
地
主
の
か
た
は
、
一
目
も

早
く
除
草
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
保
護
カ
ー
ド
が
か
わ
り
ま
す

十
一
月
二
日
か
ら
生
活
保
護
費
受

給
カ
ー
ド
が
白
色
に
か
わ
り
ま
す
。

新
し
い
カ
ー
ド
は
、
十
一
月
一
日

の
保
護
費
封
筒
の
中
に
い
れ
て
い
ま

す
。今

後
は
、
旧
カ
ー
ド
（
青
色
）
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

』

消
防
　
六
九
一
1

〇
一
一
九
コ
ー
ナ
1

例
が
通
用
さ
れ
、
家
庭
用
の
ス
ト
ー
ブ

な
ど
は
、
対
震
自
動
消
火
装
置
付
（
地

震
な
ど
で
倒
れ
た
と
き
に
、
自
動
的
に

消
火
す
る
）
も
の
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

◎
火
事
の
問
い
合
せ
は
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド
で

十
月
一
日
か
ら
次
の
電
話
で
自
動
的

に
火
事
の
発
生
場
所
等
が
録
音
テ
ー
プ

で
流
れ
ま
す
。

遠
賀
川
局
　
〇
九
三
二
九

一
二
・
三
九
二
一
～
三
上
二
九
二
五

火
災
・
救
急
発
生
状
況

（
5
2
・
1
～
5
2
・
8
）

配
す
屋
甘
甘
甘

°

°

▲

▼

°

°

ｌ

°

°
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▼

°

°

▲

▼

°

●

ｌ

▼

°

●

ｌ

▼

●

◆

▲

▼

◆

●

▲

▼

1

，

°

▲

▼

°

°

ｌ

▼

°

◆

▲

▼

°

°

ｌ

▼

°

°

▲

▼
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同

和

教

育

秋

季

講

座

講　　主場　　日
師　　膳所　　時

－
皆
　
さ
　
ん
　
の

1
1
月
1
2
日
（
土
曜
〕

午
後
1
時
か
ら

町
民
会
館
ホ
ー
ル

町
同
和
教
育
研
究
協
議
会

町
教
育
委
員
会

加
藤
正
夫
先
生
（
法
務
省

多

数

参

加

を

！

▽
講
演
内
容

「
私
た
ち
の
生
活
と
同
和
問
題
」

●
同
和
問
題
の
本
質
と
は

。
こ
の
こ
と
が
私
た
ち
に
ど
ん
な
粛

係
が
あ
る
の
か

●
学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
学
習
に

◎
ス
ト
ー
ブ
は
対
震
自
動
消
火
装
置
の

あ
る
も
の
を

十
月
二
日
か
ら
遠
賀
郡
火
災
予
防
条

▲
▼
°
°
▲
▼
°
°
▲
▼
●
°
▲
▼
°
°
▲
▼
°
°
▲
▼
°
●
ｌ
◆
°
▲
▼

二
人
一
大
を
大
切
に
す
る
教
育
と

落
ち
こ
ぼ
れ
の
な
い
教
育

。
個
性
の
伸
張
と
支
え
合
う
仲
間
づ

火

　

災

一

1

〇

一

1

0

一

〇

一

5

一

2

5

税
を
知
る
週
間

1

1

月

1

1

日

～

1

6

日

税
の
無
料
相
談

▼
日
時
　
1
1
月
1
5
日
　
1
0
時
～
4
時

場
所
　
水
巻
町
商
工
会
館

▼
日
時
　
ｎ
月
1
1
日
～
1
6
日

場
所
　
若
松
区
　
丸
相
百
貨
店

（
小
・
中
学
生
の
書
道
展
も
同
時
開
催
）

▼
主
催
　
水
巻
町
商
工
会

▼
協
賛
　
若
松
税
務
署
・
税
理
士
会

水
巻
町

1
1
月
の
心
配
ご
と

人
権
相
談

▼

日

時

　

1

1

月

8

・

1

7

・

2

8

日

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

▼
場
所
　
町
民
会
館
・
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

ど
の
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
で
も
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
。

救
急
蒜
二
間
蒜
二
ｍ
這

る
子
ど
も

●
社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
閏
題

。
市
民
的
権
利
と
は
、
同
和
地
区
の

人
権
擁
護
委
員
・
北
九
州
市
社
会

教
育
指
導
員
）

つ
い
て

。
学
校
教
育
の
目
的
、
人
間
形
成

ノ

＼

り

●
家
庭
教
育
に
お
け
る
人
権
問
題

。
家
庭
に
お
け
る
偏
見
　
夫
婦
・
親

子
間
に
偏
見
が
あ
る
か

。
家
庭
教
育
と
は
示
範
教
育
（
不
言

実
行
）
後
背
教
育
（
親
の
生
き
ざ

ま
を
学
ぶ
）

。
就
学
前
の
教
育
ア
イ
ウ
千
オ
よ
り

サ
ン
キ
ュ
ー
と
プ
リ
ー
ズ
の
言
え

人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
権
利
が
犯

さ
れ
て
い
る
か

。
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か

●
学
校
・
家
庭
・
社
会
を
通
じ
て
人

間
の
あ
り
方
の
追
求

。
教
育
の
原
事
　
変
と
信

。
．
↓
己
の
欲
せ
ざ
る
処
を
人
に
施
す

勿
れ
」
　
「
侵
さ
ず
、
侵
さ
れ
ず
」

松
本
治
一
郎

ム五線ｌ：

ー
…
．
・
～
．
．
…
芋
：
′
＼
．
．
≡
7
1
′
ｌ
三
三
＿
．
～
三
一
．
7
－
′
．
ｌ

Ｗ
　
今
月
の
納
期

「叫肋’ノレ仙

国
民
健
康
保
険
税
　
3
期

町
　
県
　
民
　
税
　
3
期

さ
ー
三
．
～
．
三
三
一
．
ヽ
ｌ
ヽ
．
≡
冒
．
′
ヽ
三
－
．
一
．
．
ヽ
ノ
ー
1
－
－
－
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賢
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課
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胃
の
集
団
検
診

ガ
ン
で
死
亡
す
る
人
は
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
こ
と
に
働
き
盛
り
の
4
0
歳
か

ら
5
5
歳
ま
で
の
死
亡
率
が
非
常
に
高

く
、
胃
ガ
ン
の
発
病
は
全
ガ
ン
の
半
数

近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
胃
ガ
ン
は
、

た
し
か
に
恐
ろ
し
い
が
、
早
く
発
見

し
、
早
く
治
療
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
恐

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

胃
ガ
ン
早
期
発
見
の
武
器
は
、
定
期

検
診
で
す
。
町
で
は
、
年
二
回
の
集
団

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
覚
症
状
の
有
無
に
関
係
な
く
、
検

診
を
進
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
1
1
月
2
日
　
9
時
～
1
1
時

▼
会
場
　
町
民
会
館
　
日
本
間

▼
対
象
者
　
2
0
歳
以
上
の
人

▼
料
金

国
保
の
被
保
険
者
　
5
0
0
円

社
保
　
そ
の
他
　
ｌ
、
2
0
0
円

▼
定
員
　
1
0
0
名

▼
申
込
期
間
　
1
0
月
払
日
か
ら
　
但
し

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

▼
申
込
先
　
保
健
年
金
課
窓
口

希
望
者
は
、
予
診
を
と
り
ま
す
の
で

料
金
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
最
低
賃
金
改
正

福
岡
県
内
の
事
業
場
で
は
、
5
2
年
1
0

月
2
4
日
か
ら
、
次
の
最
低
賃
金
額
以
上

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1

日

　

2

、

2

3

6

円

　

（

1

時

間

2

8

0

円

）

こ
の
最
低
賃
金
に
は
、
栢
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
八
幡
労
基
署
へ

二
棲
混
合
予
防
接
種

九
月
十
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

と
お
り
二
回
目
以
降
の
接
種
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時

2
回
目
　
1
1
月
8
・
9
日

3
回
目
　
1
1
月
謝
・
3
0
日

追
加
　
　
1
2
月
知
日

時
間
は
い
ず
れ
も
1
4
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
持
参
す
る
も
の
　
母
子
手
帳
、
印
鑑

問
診
票

当
日
の
朝
は
必
ず
熱
を
計
っ
て
く
だ

さ
い
。ゴ

ミ
袋
の
斡
旋

十
一
月
一
日
か
ら
町
衛
生
係
で
は
、

ゴ
ミ
袋
の
斡
旋
を
次
の
と
お
り
い
た
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
販
売
枚
数
は
五
百
枚
単
位

▽
販
売
価
格
は
一
枚
八
円
で
四
千
円

▽
申
込
は
駐
在
区
か
隣
組
単
位
で

ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日

に
出
し
ま
し
ょ
う

⑳
も
え
る
ゴ
ミ

〇
月
、
木
曜
日

吉
田
地
区
、
吉
田
団
地
、
中
央
区
、

葉
書
野
田
地
、
緑
風
園
、
松
栄
荘
（

大
平
）
、
頃
末
（
旭
町
）
、
鯉
口
区

猪
熊
（
入
柳
を
除
く
）
、
猪
鮨
町
庄

○
火
、
金
曜
日

立
屋
敷
、
伊
左
座
、
二
、
二
町
住
、

下
二
、
下
二
町
住
、
入
江
興
産
、
み

ず
ほ
団
地
、
宵
の
下
社
宅
、
机
社
宅

訊
、
古
賀
、
新
生
衝
、
頃
末
（
大
平

旭
町
を
除
く
）
、
梅
ノ
木
団
地

○
水
、
土
曜
日

古
賀
区
、
梅
ノ
木
、
高
松
区
、
三
ツ

頭
区
、
樋
口
、
猪
熊
（
入
柳
）

◎
も
え
な
い
ゴ
ミ

〇
第
1
、
3
水
曜
日

国
道
3
号
線
よ
り
南
部
（
中
央
区
、

頃
末
丸
の
内
は
北
部
〕

〇
第
2
、
4
水
曜
日

国
道
3
号
線
よ
り
北
部

◎
粗
大
ゴ
ミ

〇
第
1
土
曜
日

国
道
3
号
線
よ
り
南
部

〇
第
2
水
曜
日

猪
熊
（
入
柳
を
除
く
）
、
猪
熊
町
任

〇
第
3
土
曜
日

国
道
3
号
線
よ
り
北
部
、
猪
熊
入
柳

地
区

－お　　礼一

香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申し

上げます。

下二町住　故藤沢　武文殿　藤沢　光江殿

故原口ユリ子殿　原口　勝美殿

頃末　　故小寺　智殿　小寺カネ子殿

11月のし尿汲取予定日

1日　頃末、猪熊

2日　頃末、鯉口、唐の熊県任、猪熊

4［］鯉口、御輪地、車返し、唐の鮨県住、

猪熊

5日　御輪地、車返し、垣添、緑風園

7日　垣添、緑風園、ヌメリ石、本村（1、

2組）中央区、松栄荘、頃末（15、

18、25区）

8日　吉田目端通り、商店街、月夜街、中

央区、古賀、机、松栄荘、頃末（15、

18、25区）美吉野

9日　苫田県道筋、大橋通り、宮尾、立屋

敷、伊左産、奨吉野

10日　本村、御輪地、二、二町住、下二、

下二町任、高松区、三ツ頭区

11、日　机社宅、車返し東、頃末（6、11、

14区）

12日　宮の下社宅、頃末（6、11、14区）

14日　吉田団地、古賀区、樋口

15日　苫田団地、古賀区、樋口

1鋸］．書田団地、古賀区、樋口

17日　吉田団地、鯉口区、猪熊町住

18唱　本村、伊左座、下二、二、鯉口区、

古賀県任、新生街

19日　樋口、古賀

21日　梅ノ木区

2日　梅ノ木区、みずほ団地

4日　梅ノ木区、みずほ団地、下二幼稚園

良め．

日　下二幼稚園通り

㌧28日　猪熊

29日　猪熊

30日　猪熊

日Ｔｔ曜　在　宅　医

10月30日　永　松　医　院　耳鼻科　頃末　曾691・0386

11月6日　森　田　医　院内・児科梅ノ木団地曾691・0616

11月13日　村　田　医　院　内・児科　頃宋　曾691・0745

11月2Ｐ葺・中村医院内・児科下二曾691・5820

診察時間9時一17時、原則として往診はしません0

□
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